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研 究

地球規模で拡大している薬剤耐性菌 (AMR) は、医療安全を根底から脅かし
ており、WHOは「AMRの克服は人類が共同で取り組むべき最重要課題であ
る」と公表しています。 ミャンマーでは設備・人材の不足、病院の検査体制
未整備、環境への抗菌薬の流出の懸念などが問題となっており、AMRの実態は
明らかではありません。そのため継続的なAMRサーベイランスを実施するネッ
トワークの構築が必須です。

2015年から3年間、ミャンマーで初めてのAMR疫学調査を実施した結果、
ミャンマーのAMRは、周辺のインド、中国、ヨーロッパや東アジアで報告され
ているAMRの影響を受けていることが明らかとなりました (右図, 参考文献)。
AMRは近い将来、極めて深刻な問題となるおそれがあるため、AMRの検査能
力強化及びAMR情報の収集・解析をするAMR研究拠点の構築が必須です。
本事業では、ミャンマー国立衛生研究所および同国の基幹病院と共同でAMR

サーベイランスネットワークを構築します。さらに、ミャンマーで継続的に
AMRサーベイランスを実施するために必要なプロトコールの開発を行い、
AMR分子疫学解析からミャンマーで流行している薬剤耐性因子およびその伝播
様式を解明します。またミャンマーの若手研究者の人材育成・交流を実施し、
将来的な本学の研究拠点とすることを目指します。

主な研究テーマ

主な研究内容スタッフ

1. 多剤耐性グラム陰性菌の分子疫学
2. 感染症診断法の開発
3. マイクロバイオーム解析による感染制御
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医療分野SATREPS事業をミャンマーで展開
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ミャンマーのAMR動向
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Research

It is of the highest priority to overcome the global
spread of antimicrobial resistance (AMR) with the
joint effort of all mankind.

We conducted an international collaboration study
on AMR molecular epidemiology in Myanmar (2015-
2017). As a result, we found that AMR strains
isolated in Myanmar had various AMR characteristics
of those isolated in India, China and Eurasia
continent (Fig). We will start another five-year
international collaboration project, SATREPS, from
2021 in Myanmar. The object of this study is to
establish a comprehensive AMR surveillance network
system collaborating with NHL (National Health
Laboratory, Yangon) and 16 core hospitals.

Main Research Subjects

Research HighlightsMembers
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2. 

3. 
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Expanding the SATREPS project in the medial field in Myanmar
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国内学会発表 1 森⼾ ⽂⾹, 桒原京⼦, 柳沢泉,　関⼝純⼀朗, 切替照雄.　カルバペネム耐性腸内細菌科細菌(CRE)検出培地の検討.　第30回⽇本臨床微⽣物学会総会,　東京,　2019年2⽉
1⽇-3⽇
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2019年4⽉23⽇-25⽇
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complex. 第48回薬剤耐性菌研究会，⿊部、2019年11⽉15⽇ ○
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招待講演 1 切替照雄, 変貌する多剤耐性緑膿菌・アシネトバクターそしてＣＲＥ, 第30回⽇本臨床微⽣物学会総会, 東京, 2019年2⽉1-3⽇． ○

特別講演・
招待講演 2 Kirikae T: Molecular epidemiology for AMR infection control. International congress of the asia pacific society of infection control, Da Nang, Vietnum,

 March 22, 2019. ○

特別講演・
招待講演 3 切替照雄, ミャンマー及びネパールにおける薬剤耐性グラム陰性菌の現状, シンポジウム 海外の耐性菌の現状と国内の動向予測. 第67回⽇本化学療法学会総会, 東京, 2019年5

⽉11⽇. ○

特別講演・
招待講演 4 切替照雄, 多剤耐性緑膿菌の薬剤耐性化の変遷, 第68回⽇本感染症学会東⽇本地⽅学術集会 第66回⽇本化学療法学会東⽇本⽀部総会合同学会, 仙台 2019年10⽉17
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1 遠⽮ 真理, 科研費（若⼿研究）採択, 2019.4.1-2022.3.31
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